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巡輸,連維持1汀ヨにおいては,什仝ニーズに才子与って,高一安全化,低公二i妄言二化

放び省エネルギ【化の研一先が進み､貰ぃ二利用許にサ∽ビス向上,仙肝荷に

高能率化が提供されたり 特に-､トi引本部品,う盲‾r一指十算機の駆イ小二よって,小

仙jの制御,連行管f軋.言∫し験の1上l勧化､古人化,エレベーターの1;ガ災機能】rり

卜と粁管j埋の高効ヰく化,迩搬機械のⅠ′l動化,無人化,史に,【'l勅中部■打=言ユt

験F′1動化の進歩はl上目されることであろう｡また海外における■さ絹巨率化,

無付こ勺:化などのこ-ズに対応する開ヲ邑も,機l‾朴巨の.ごさi粘着化方J〔,高速エ

レベーターのシリーズ化,満作能似れ止め装置などにおいて行なわれた｡

日本l‾モJ有鉄道の超′.正j尊磁1t浮上巾の開発は,一寸ri朴52年一榊小二おける一兵験

柁階に到達し,口上を望イ竹叶は･1t市ラ,地上.三三川前などの分野であらレ､Dる協プJを

行ない,そグつ成果が利得される〔)また新幹線,才1三水線における髄.乍のi成少,

旅布サMビスのIrり卜も阿られている｡耶1†了交通の改作も今や一世界的ニース

で,田内におし1ても終他に地‾卜鉄建設が憮んである｡昭不‖51jF開業した札

帖市交通局東西糸如二は,[′1軌道転,連行節用システムが才采川きれたが,チ

ョ･ノバ制御,ト′l動.i∫じ験装詳このf六川とともに∠卜綾の地‾卜鉄の/トリノナをホすも

グ)として托日されよう｡

国内外における砧辿エレベーターーの1需要はますます†占淫んで,その防災,

仙ミ全件のrrり上も期待されている｡安F_t】火災i海上†1郎貧株式仝什に納入した高

地エレベ【ターは, 二重系放び非ノ消'用エレベーター附こをもつ計算機制御の

l坊災システムを採用Lた｡また利絹布の他を図るための粁邪二押システムも,

大串務所ビル,ホテルなど詫言蜜月‾のニーズにでナうようシリー一ス､化された｡)

土主期にわたり研′た,開発した中層作宅用油□ニュレベーターは,二の純ビル

請十画の容易化,J若付荷の安全放び環ユ寛政洋に成果を挙げた｡

運搬機械においては,前年に引き続き日劇化,無人化の開発が進めノブれ,

製鉄所のスタッカ､りクレーマなど人寄与占二化,高速化に対J芯し,I′†車わ桔什

など原料工場全休を計算機によI)制御する方式や,光学誘ヰ形無人日動不多

載巧せ運搬車採用による⊥程f邑i]搬送システムが完成Lた｡コンテナクレーーン

の高性能粘れ止め装置は能率化と安全に1寄与し,レートルクレ【ンは対環

境惟,安全怖が向_Lされた｡

自動車部品では,排気浄化対策として,トランジスタ山火装荷とGTク

ロス プラグが開発され,また気化器など二巨安部品の品質確保,精度向上の

ため日動検査装置が完成した｡空調用新形蒸発器はスリット フィンを開発

Lて小形,高効率となった｡
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日本国有鉄道納め電車の近代イヒ

｢1本匝l有鉄道における1宣巾化は着々

と進娯し,これに投人されるIl叫jも逐

次近代化きれたぎん新な巾l山jとな/〕て

いる｡日立製作所はこれに呼応し,新

しい新幹線電車及び在来線電車をそれ

ぞれ多数納入してきた｡今回納入した

新幹線電車では,特に次の点が配慮さ

れている(図1)｡

(1)セルフサー｢ビスのl椎良貨中を列1書‾t

に組み込み,供魚体削を允実

(2)小栢イ▲で乗中可能な身障芥のため

の.漑.没イ備を充実

(3)窓の′ト形化による安令件,イ米守件

のIr-]_L

(4)ノ荘1ミブレーキ範l)昨)拡人による乗

心地の【hj卜と仰=守の約束化

(5)機器の什も騒‾汗化

一方,イ仁光線1竜巾では幹線の特急網

を変に允実させるための巾巾Jが-iニカで,

次の点が改一汗されている(図2)｡｡

(1)･1‾り勺への凧号iイ士人防止,機器冷却

凧の′キ混入l坊_lL及びi東結防ILなどを他

した耐寒耐雪装備の充実

(2)循環J(汚物処理装置の椛載による

環境の保全

(3)日動排水弁の採用,皆のさび_lLめ

処理など保守の簡素化

チョッノヾ馬叫御電車

近年,電力消費の低i械,乗心地の向
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図2 日本国有鉄道納め485系耐寒耐雪形特急電車

l∴,発熱二E-主の航減ノ女び保′､ト三根の省力

化のために,チョッパ子桝御ノ正中が製作

されており,口､工磐豊作所でもチョッパ

7別御装置を多数製作してきた｡

このたび名古屋市交通局へ納入した

3000形電申(図3)は,j一巨体,チョッパ

制御装置Jヒに日立製作一昨で製作し,次

のような構造及び配藤を施してある｡

(1)中休は外板にステンレス鋼板を川

いた軽こヨニ鋼製草である｡
(2)制御装置は自動力‖減速制御でⅠロ】生

ブレーキ付のl′】動叶変界磁制御主回路

チョッパ巷妄置である｡

(3)誘う専障プチイ氏減のためにぎ装方法に

各椎のくふうを施し,側窓の固定化,

運転千丁のユニット化など保守省力化を

IズⅠった｡

最近の列車制御システム

大都巾の‾交通i遠の哨大に対応する下

段として,鉄道の佃伯が見i正される機

道にあり,地‾lて鉄などを中心に新線の

建設,又は拡リkが多くの都市で行なわ

れつつある｡二れらの鉄道に共通して

見られることは,列卓の日動運一転,逆

行宅二王里,電力管理,日動出改札,｢】動

放送など,新しいサブシステムを導人

して,それらの機能を統合し,輸送シ

ステムとしての機能の向上と乗t存への

サービスの向_卜を図ってし-ることである｡

このような情勢に対応し,二のほど

札幌市交通局‾軒西棟に,自動逆転一装置,

運行管王里システム,伝送系などを結でナ

図3 名古屋市交通局納め3000形チョッパ制御電車
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Lた総fナ列ヰ榊J御システムを納人した｡

この総fナされた列中制御システムは,

中央に列車の連行をつかさどる運行管

理システムを持ち,車上側には連行管

稚からのデータを送′受信するイム送装苗,

制限速度信号を′受信するATC′受信器,

更にはこれらの情報をもとに山発から

停止までを日動的に制御する自動運転

装荷及び日動運転装置からの力行指令,

プレ】キ指令によr)中両の加速･?域速

を自動運転に適した丁法で∈別御するチ

ョッパ装置･プレMキ装置などから梢

成されている｡

この総合された列車制御システムの

特徴は,地上の運行管玉里システムと中

_l一二の自動逓転システムとが情報伝送系
を介して,オンラインで有機的に結でナ

され,疫にはプJ行プレmキの制御まで

CTC装置

列車位置

制御指令

運行管理システム

転囲
列車位置

列
車
位
平
直

ポ
イ
ン
ト
切
換

治効一才

識

もーそ促し,全休として-･‾戸主▲した思想の

もとに.設計,‾製作されたものであり,

地上又は車上の各サブシステム単独で

は到達できない効率的な新しい列車こ剛

御システムを実現したことにある｡図

4に札帖市交通局納めの列車制御シス

テム構成図を示す｡

最近の高半占着･性能電気機関車

最近の輸出向け電気機関車では,各

同の輸送力叶門畠に什乙い高粘着高性能電

1‾硝覧関卓の要請が強く,日立聖堂作一昨で

はこれにわ♭ずるため,機械及び電与‾も的

粘着件能向上策を種々採り入れ,次の

ような高相着高惟能機関車を製作,納

人Lた｡

自動恥去装置

晰
A

T

()

の

テ

転

[壬]‾b

〉HF送受信装置

運行表示盤

⊂亡ココ

顧 岳酪
表示及び入出力装置

LCX(漏洩同軸ケーブル)

〒==============⊃

匡14 列車制御システム構成図

ATCループ

注:CTC=列車集中制御装置

ATO=列車自動運転装置

ATC=自動列車制御装置
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図6 自動試至挨操作盤(札幌市

交通局東西線高速電車)

図5 モロッコ国鉄向け2′850kW直う充電気機関車
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を

す

交流機関車では,サイーー/し国鉄rfljけ

の6軸サイリスタ⊥〔2,400kWの交～充機

関中で土て電動機う宅流伸輔占のj拉大仙を三三

′.荘圧制御する方式を採用した磁乞モー半

噂休結fナlロ川各を川いた制御装茫こにより,

ノッチ操作を[]動化し連転√干の熟練に

よらずして理論nり限界に近い半占着性能を

村た｡ 一方,l白二流機関中ではモロ､ソコ国

鉄Ih=ナ6軸2,850kW機I美川tで,特殊イ

コライザを用いて子いト内の軸市移動を

器とし,アニウ転l;山ヒプレーーキを採J‾1Jするな

どにより高粘着化を回っている(区15)′､

車両用自動言式験装置

本業胃は中両の電1も系,?:ウ㌔(系など,

すべての‾【巨_卜機器の試験をl′l動的に行

なう もグ)である｡

このほど札▲恥と巾交過Jiろ‾束内線川に納

人Lた白垂わ試験装吊は,2和紙丈1Lf川も;+･じ

験ができ,カラM ディスプレイと対話

しながらこi式願を進める様作のしやすし､

ものである(図6)っ

同時に2椎の試験を行なったり,校

数の中ヒ機器を組みfナわせて試験を行

なう機能も持ち,卜司教や‾丈ノj･二で結果を

表示するとともに,不具fナ筒析をカラ

ー

ディ スプレイに表わすトラブルシュ

ート機能を備え,帽王型作濃の指針を与一

える｡

試験機能の他に,Ⅰ‾1軌道転装置に記

憶されているモニタリング情報の収集

機能と自動運転のシミュレMト機能が

ある｡
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図7 通勤電車用冷房装置(FTUR-550-209形シリーズ)

通勤電車用冷房装置

屋根上躾小式i令りi装荷ほ,中I11■jの梢

造ノ之びイ小一J【帥二多くの利点を待つため,

‖糾1t43年開発以米,1一本同有鉄道,私

鉄の特1､,急行1居中用のほか､過勤電

せ用としても多数音量二確約人Lてきたが,

今｢口J私鉄各社｢｢小ナ過勤電巾Hj標畔機椎

について,従来形よl)も小外騒一汗を約

8%低i成し,召さに消音㌣芯プJを約10%低

i械した改良形を開発した｡二の装置は収

什糀の寸i去を従米形と共通にして,中仙j

への収付けの‾/_と枚作を化トノている(図7)､

主な什椛を次に述べる｡

(1)i糾ノj能力:46.5kW(40,000kcal/h)

(標準条件帖)､(2)全人力:23.5kW

(標畔条什時),(3)官三f巨壬ミニ:850kgf,

(4)外形､=去:上主さ4,280×幅1,780×

高さ375(mm)

エレベーター

エスカレーター

超高層ピノレ向け高速エレベータ

ーと防災

新宿新都心に第5番目の超高層ビル

として誕生Lた二女川火災海__L似検体式

会社新本社ビル(図8)に速度360m/min

の超高速エレベータr6≠;を含む25子iを

納人し,好評裏に稼動を開始した｡同

ビルでは裡築計画上,防災の面から多

くの新機軸が採り入れられ,エレベータ

【にも各椎持方災機能が採用されている｡

(1)乗梢エレベーターは,ビルの南北に

戸妃置された∴つのエレベーター群により

｢小一一一隅をサービスする二重系が採用され

ている｡(2)ビルの烏･中･低層に設け

られた避難階には,防災機能を持った

非常用エレベーター群がサービスするよ

うに配慮されている(つ(3)エレベータ”

は石十帯機を中心としたビル防災システ

ムによって管王里･指令され,火災,地

諾主,停電などの非常時には適切な管制

逆転をイ寸ない,ビル防災システムの一

号蔓を杓っている｡

エレーミ一夕ー全自動群管理方式こ

CIPシリーズ発売

エレベータ】全自動群管王里■方式は,サ

ービス案内燈を採用して好評なCIP/IC
(Conputerized TrafficInformation

Processing/Integrated Circuit)シス

テムをはじめとして,既に千数百汽に

も及ぶ納人実績を持っている｡∠卜同,

幅広い需要先の要望にこたえて,CIP/

ICシステムの成果をすべての群管‡里

‾方式に折り込み群管群機能をアップし,

規模に応じて良好なサービスを行なう

CIP(ConputerizedInformation Pro-

cessing)システムとしてシリーズ化を

図った(表1)｡

CIP-10はあらゆる建物の‾交通を統

計的に分析し,ロビー階の交通量が圧

倒的に多いのでこれを重点とした日立

製作析独特の分√牧待機･分散運転を行

ない,かつコール デマンドの急変に即

応するディ レクショナル ゾーニングを

鵜本別御としているシステムである｡



忍冬浄
碧､漆

主幹､′

､げ 才9

i㌔

準:

顎凌機転

譲欝

一→
もべず(

漣"㌦も

沖湧単

≠

魂

罵三澤､∴

垂…′恐‥醗
､〆

′′ /小

///ノ 〆､pr二 ､

ヤ▲£

去表盛
淵繁栄

-

財

議
済繁

:鮭,;

瓜∨′沖恵_ 搬二

卿軋;等町ノ ′並｡ょこ∴刑切夢

≠㌢

甥好

恥
ヒ､:∧

図9 海外向け高速エレベーターを納入した

センチュリー パーク ホテル(フィリピン)

図8 360m/min超高速エレベーターなど25台のエレベー

ターを納入した安田火災海上保険株式会社新本社ビル

CIP-200は,史に巾i拉幼時の交地謡言

質に対応するピーク サ"ビス制御とi比

推Lているド皆J末ゾrンにエレベータ【を

集中させるリリーフ サ【ビス制御を加

えたシステムである｡

CIP-3000は,ホール呼びギ皇録帖に

サービス エレベーターを即時に案内表

ホするサービス案内恰を採用し,ホー

ル持寄に対する心理的サービスをも鵬

躍的に向上させた‾拉高弟汲システムで,

納人後テナントの変上軌などがあっても

調整可能なカセット システムを採用し

ている｡

輸出用高速エレベーター

高僧ビルによる都市機能の効率向_l二

の乞毛連は,束南アジア各地でも高まり

をみせておI),高速エレベーターの7吉安

がjせ年とみにJl･川口Lている｡口_､二亡こ出作

所は,既に360m/minをはじめとして,

多数の高速エレベmターを輸出してきた

が,今h+更に,需要の多し-150～210m/

minについてi毎外各地のニーズを多面

的に分析し,性能,信束副生,保全性の

ほか,一現地好みの意匠を大幅に採Irヨす

るなど,新シリ【ズの高速エレベータ

ーを完成した｡

また,顧客サービスの質的向__卜を図

るべく,～毎外各地での工事,保守体制

の確立を横板的に推進するとともに,

現地虎業界発展の-･肋として,束了封ア

ジア地i或を中心に部品の現地′土産休制

の碓_､tをも行なっている｡

表l 全自動群管理CIPシリース

匡‥0 中層住宅向け油圧

エレベーター

ニユ.

制 御

l(5)サービス案内燈

(4)フォアキャスティング

サービス
(3)ピークサービス

(2)リリーフサービス

川ティレクショナルゾーニング

(2)へど-アップサービス

川デイレクショナル ゾーニング (3)ピークサービス

(2)リリーフサービス

(l)ティレクショナルゾーニング

運転方式 CIP･10 CIP-200 GIP-300()

特 長

経済性に優れたベーシック ピーク需要に対応可能な高級 サービス案内燈を採用Lた最

システム システム 高級システム(カセット方式

による調整可能なシステム)

代表的用途 中小事務所ビル･ホテル 一般車務所ビル･ホテル
大事務所ビル

昭和51年には,フィリ ピンのセンチ

ュり∽ パーク ホテル(図9)に直流ギ

ャレス180m/minエレベーター7千丁を納

人し,好評袈に稼動Lている｡

中層住宅向け油圧エレベーター

の発売

日二立製作所は,住宅ビル用エレベー

ター シリーズの一王冠として,4～即皆J建

てを対象に油圧エレベーターを発売する

(図10)｡このエレベーターは,直接押上

形油白三方式を採用し,高さ制限や建屋

頂部の懸垂荷重など,-′ト規模ビルの計

画_卜の問題を解決するとともに,住宅

にみあった経折性と安全惟に特に考慮

を･払ってある｡すなわち,かご内への

閉じ込めなど来客の不安感を無くすた

め,停電時自動弟J末装荷に代表される

20二項目の安全装置を折r)込み,かつ部

品数の低減,部品のデイ レ【ティ ング

によ り,エレベータ【 システムとして

の安全作を高めている｡また吊件作に

関連する騒音は,油斥装置にド方振,防

音をプ庖すことによl)拝‡1iへの仁ミ達を防

いてこ､いる｡

主な仕様は次のとおりである｡

(1)定員:6人,9八

(2)適度:30m/min

運搬可幾械

コンテナ クレーンの振れ止め

装置

最近のコンテナクレーンは,岸壁の

トレーラ_卜,あるいは船上への椋み付

けの際のコンテナ位置合せを,速やか

に行なうためのコンテナ振れ止め装置
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図Il工場試験中のコンテナクレーン振れ止め装置

を備えることが要求される場合が多い｡

また将来のコンテナ荷役の日動化を進

めるに当たっても,高性能振れ止め装

置の開発が不可欠であるが,このほど

高性能コンテナ振れ_lLめ装置の開発に

成⊥力した｡今回新たに開発された粘れ

止め装置は,クレーンけた_卜を走行す

るトロリーよリロープで20m下につり

下げられたコンテナの地主れを,トロリー

が急停止してから5秒以内に止めると

いう高し､性能を持っているとともに,

粘れ+Lめ用の特別なロープを用いない

シンプルな構造になっている(図11)._ノ

全自動イヒした鉱石ヤード荷役設備

ヤMド荷子笠設備の主機として,スタ

ッカ,りクレーマは大谷宣化,高速化

などによりその竹三能は急速に進歩した

が,最近は省人を目的とした一丁j動化が

望まれるようになってきた｡

今【叶製作した新日本製書式株式会引二八

幡製毒裁所納め大形スタッカ,リクレー

マ計4千言は,全自動運転方式を採川し,

二のニーズにこたえたものである(図12)亡〕

主な特長を次に述べる｡

(1)遠隔又は機上で運転のパタ瓜ンを

設定することにより,自動横付,払出

し運転を行なう｡

(2)原料工場全体を制御する電子計算

機の指令により無人運転を行なうこと

ができる｡

(3)制御性の良い油圧駆動方式を用い

運転精度向上を図った｡

74

ヽL

腰▲

図12l′350t/hリクレーマ

′/亡

やl

大容量レードノレ クレーン

;出納プロセスでのレードル クレーン

は,その中析をなす鼓も重要なクレー

ンであり,高い′安全惟と故障率の低い

ことが強く要求される｡

｢トンニ巷望作所は｢高いイi_柵椚三と保乍の

存崩さ+をモット【に,遡上多くの似

れたレードル クレーンを供給Lてき

た｡二の実績をもとに,今回,日本鋼

管株式会社京浜き望鉄r叶に410tレードル

クレ【ン3千丁,430tレートル クレ【ン

47とTf㌢計7丁亡了という大_エー呈二のレートルク

レーンを納入した(図13).

二れらレードルクレ椚ンは,告望鋼二l二

場用とLて耐熱,】;ガ頗に対Lノノ仝であ

ることはもちろん,Tt巻_卜装‡琵の∴重

安仝方Jし ロープ交換時のイ氏速達転な

鞄

ど,安全と仰=守を拉重点とした高能率

レードル クレーンである｡

自動移載形無人運搬車

光学.湧導形無人運搬中は,発売以来,

旭び各に反射テ】プをはり付けるだけで

一に距離,ネ臼雉径踊･上を紙八走行できる

ことに注目を集め,広範岡な業椎での

工科珊i朔呈送に採用されるようになった｡

今帆 木運搬車をベースに荷積み,荷

卸Lをも細入化を図った自動移載形無

人逆搬中を開発した(図14)｡荷六何に

ローラ チェ【ン駁勅形移載･装置を持

ち,運搬上巨と地上コンベヤ閃の仁子号享受

ノ要は誘導‾下段と統一一を凶り,光源と′受

光素子の視でナせによる光学式を採用し

ご恕

図13 大容量

レードル クレーン
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図16 粗面スリッ

ト フィン

ら

し

:､こ､1ご～M顎…､､奴}こ汀′≡､叩ん､ンヒ､､漁､､
完【一

‾;≡整
､㍗平地｡岬丁去ご､∨九､:､

淡､～く"㌦〕如こ炊こ ㍍､÷:志芯､速読研一;′:､

争●

た｡この結果,光学誘導形の持氏をそ

のままに,終曲の加工を伴わず,レイ

アウト変更の容易なH動移載形無人搬

送システムが吋能となった｡

自動車部晶

市販フルトランジスタ点火装

置とGTクロス プラグの完成

最近の自動車は排気浄化,燃費｢占J卜

のため年々改良されているが,古い卓

もかなり走っており,簡単な部品‾交換

で新形車に近い排気,燃費性能に改良

できることが望まれている｡このよう

な了け場の要求にJ応ずる‾製品として,小

足反フルトランジスタノ.1上火装置とGTク

ロス プラグを完成した｡いずれも点火

性能を高め,エンジン性能の政一2引二大

娘伽

区=5 市販フルトランジスタ点火装置

図l了 気化器う充量検査装置

軸

■l

亨 渕

磯

きな効果を発揮するもので,次の持氏

を持っている(図15)｡(1)従水テイス

トりビュー【タに簡単に装茄できる(,

(2)強力スパ【クにもかかわらず消費

て富力が少ない｡(3)GTクロス
プラグ

との組′ナせにより,点火能力を20%,

燃費を5～10%改発できる(,

自動車空調用新形蒸発器

空調用熱交換器として既にR二よルー

ムエアコンに他用しているスリット フ

ィンを,居住空間及び熱負荷の制約の

大きい自動車川に･抹伯することは雉

しし､-J自j軌中空調用蒸発器は間口が狭

く奥行が大きいため,スリlソト及び凝

純水滴付着によりいっそうの通乞t抵抗

の州7Jllをもたらし,総(ナ効率を減少し

蛸
窪藍

ミ謬

図14 自動移載形無

人運搬車

大臣軌

ふ済

てしまう｡ニの解決のため,フィ
ン ピ

ッチ及びパイプ ピッチの改善に加え,

凝縮水のはく離速度を州加させるため

にフィンと水滴の接触角を大きくする

方法として,フィン表面を20/∠程度に

組曲化し水滴付着量を極少にできるこ

とを究明し,新形の蒸発器を開発し得

た｡具体的件能については,伝熱面積

を25%減少した蒸発器にjういて熱負荷

250c60%,送風量4m3/min時通気抵抗

0.7mmAqの中川口にとどめ熱通過率を40

%♪ご川口し得た｡

計算機制御による自動車部晶自

動検査装置

自動車の排気ガス規制の強化に伴し､,

[】動中部品の品質及び精度の向上が零

下苧されており,設計,製作上の改良と

ともに検査工程においても人為誤差の

介入しないl三l勤倹奄装置の開発が必要

である｡このような要求にこたえるた

めに制御川計算機を使用し検査条作の

設定,データの収集･解析,合否判右,

検瀬成績吉の作成など一連の処理を自

動化した気化器,配電器,充電発電機,

始動電動機など各椎自動車部品の日動

検奄装置を開発し,検査の合理化を図

った｡このうち,気化器流量検査装置

(固け)の主な特長は次のとおりである｡

(1)空気i充毒の測定はソニック ノズ

ル方式を採用した｡(2)燃料流量計は

直線性の良好な質量i充量計を用いた｡

(3)検杏精度,能率が従来装置に比べ

人巾副二向_卜した｡
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